
（団体名）一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム
（事業名）宮城県内の支援者向け、福島県外避難者関連情報提供事業（その２）

～宮城県外の取り組みを、県内支援者に伝え、適切な支援活動を促す～ ロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

（様式２別紙）

初期 中期 長期資金
2,450,000円

（総事業額）

人材
コーディネーター

44人日
スタッフ

40人日

情報

・東北～北海道
における、福島
県外避難者支援
の経験の蓄積と
現状

・避難元地域の
復興状況

・避難者の置か
れた現状と課題

ノウハウ

・当コンソーシア
ムの避難者支
援・情報発信支
援のノウハウ

①東北・北海道におけ
る福島県外避難者支
援の経緯と現状を伝え
る情報交換会の開催

・福島県からの避難者
を受け入れてきた、東
北～北海道の自治体・
NPO等の支援関係者が

来宮、県内の支援者と
情報交換していただく
「情報交換会」を１回開
催。福島県内への視察
も併せて実施。

①情報交換会／現地視
察の実施 １回
②いこい通信の発行
事業期間内に６回
送付先 150ヶ所

（当初）

・宮城県内の復興が一段
落する中、福島県の復興
はまだ終わっていないこ
とが、宮城県内の支援者
（今後支援にあたってい
ただきたい方も含む）に
理解され、県外避難者へ
の支援について関心を
持っていただけるように
なる。

・東北～北海道の「先
進地域」における経
験・知見を県内の支
援者に伝えることで、
県内での行動が促さ
れる。

・福島県外避難者支
援に関連する制度や、
受入側の支援組織に
求められていることが、
支援者に伝わり、アク
ションを起こすきっか
けとなる。

福島県外避難者の
生活課題が顕在化し
てきたときに、相談先
の理解がスムーズに
進むようになり、避難
者の課題解決につな
がる。

福島県外避難者が、
本当の意味での復興
（生活復興・心の復
興）を果たすまで、受
入地域である宮城県
内での支援活動が継
続する。

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

福島県外避難者交流会の様子
（平成30年度 当方主催）

避難者支援団体間情報交換会の様子
（平成30年度 当方主催）

②福島県外避難者支
援のための情報紙「い
こい通信」の発行

・宮城以外の地域にお
ける避難者支援の状況
などを情報紙（A4版 ４

ページ程度）にまとめ、
宮城県内（避難先）の
支援関係者に６回程度
送付する。


